豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２６年１１月号

木枯らしも吹いて、初雪の便りも聞きました。冬がやってきます。渓谷の紅葉は見頃です。紅葉川下りツアーはきれいです。今月も病診連携便りをお届けいたします。　
[image: image1.jpg]



　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２６年１１月１１日（火）　午後６時５０分から

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
●１１月の臨床検討会では、宇賀村先生が症例を提示します。是非聞きに来てください。その他、地域包括ケア病床の稼働後の状況を踏まえて、前回と同様に意見交換をしたいと思います。是非ご参加をお願いいたします。
症例は86歳男性です。ブリンクマンインデックス800の喫煙歴があり、既往症には胃潰瘍と高血圧症があります。職業は農業ですが、ダムやトンネルの建設にも従事したことがあります。20XX年2月に嗄声が出現し、A病院耳鼻咽喉科で喉頭癌stageⅡと診断されました。ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ併用放射線治療の方針となりました。治療開始約１か月後に、発熱、CRP上昇、酸素飽和度の低下がみられ、胸部X線で両肺野の透過性低下がみらました。同院呼吸器内科で、薬剤性間質性肺炎と診断された症例です（宇賀村大亮）。
●１１月３日より、新しい地域医療研修の先生が来ます。原芙美（はらふみ）先生です。
　皆さんこんにちは。新潟医療センター臨床研修医２年目の原芙美と申します。この度地域医療研修として豊栄病院で１ヶ月間研修させて頂けることとなりました。
生まれは今や新潟市となった旧・横越町で、新潟第一中学・高等学校を経て、新潟大学医学部へと進学しました。新潟の人や街が好きで、ずっと新潟で暮らしています。ただ旅行は好きで、最近はミシガン大学で２週間病院見学をさせて頂き、海外の研修医と接して大変刺激を受けました。
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　職場や家の都合上、中央区や江南区、西区はよく出向きますが、北区にはまだ疎いため、これを機に北区の方々と触れ合い、特色を知ることができたらいいなと思っています。職業柄大きな声では言えませんが、３度の飯より甘いものが好きなので（笑）、美味しいお店があったら教えてください。毎日沢山働き沢山学び、疲れた脳に豊栄の糖分を補給させたいと思います。一ヶ月と短い間ではございますが、宜しくお願い致します（原芙美）。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)　　
今月は、ネタが入りませんでした。良い症例があれば、ご連絡ください。待っています。
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●茹でた生落花生は、うまい。こんな草なんですね。葉っぱの形は、やはりマメです。ご存知でした？　私は最近教えてもらいました。　編集　副院長　柄澤良
豊栄病院　地域医療連携室　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

